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令和７年度 江東区立南砂中学校 自己評価表 

校長名 近藤 啓太          

目標に向けた取組についての自己評価  
 
  

重点領域１ 豊かな心の育成と心理的安全性の向上 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

・道徳や人権講話によって、人権へ

の理解を深めさせる。 

・特別活動を中心にして、日頃から

発言しやすい学級づくりに務める。 

Ａ 

・「いろいろな生き方があることを知

り、尊重している」が 90％以上 

・「いじめはどんな理由があってもし

てはいけない」が 100％ 

95.1 
 

95.1 
 

Ａ 

２ 

・継続的・計画的に平和学習を進め、

世界情勢や未来を考える機会を設定

する。 

Ａ 
・「戦争に関する学びを通して、平和の

ためにできることを考えている」が

90％以上 

86.3 Ｂ 

３ 

・生活指導部会での情報共有を図り、

SC や関係諸機関とも連携し、いじめ

解消に努める。 

・不登校生徒への支援や保護者との

連携を密にとり、生徒の家庭以外の

居場所をつくる。 

・特別支援学級の指導、交流授業を

通して共に生きる力を育成する。 

・校内委員会での情報共有や個別の

指導計画を基に、必要な支援や合理

的配慮を行う。 

Ａ 

・「先生は生徒のことを理解してくれ

ている」と感じる生徒が 90％以上 

・特別な支援を受けている生徒・保護

者が「成長を実感できている」が 90％ 

・４月当初の不登校生徒（ひきこもり）

の居場所を保障できている割合が

80％以上 

87.3 
 
- 

(94.0)  

Ｂ 

４ 

・「弁当の日」の実践や給食指導、

食育を通して、健康的な自立心を育

成する。 

・安全教育、セーフティ教室や消費

者教育を通じ、安全・安心な生活が

送れるよう指導する。 

Ａ 

・「命をいただいていることを理解し、

食べ物を大切にいただいている」が

90％ 

・「給食や弁当の日を通して、自分の

健康を考える機会が増えた」が 90％ 

・「自分の身を守り、安全・安心な生

活が送れるよう心がけている」が 90％ 

92.2 
 

78.4 
 

91.2 

Ａ 

５ 
新聞内の情報を生徒と共有する機会

を設ける。 
Ａ 

・「本や新聞から情報を得ることがこ

れまでよりも増えた」が 80０％以上 
79.4 Ｂ 

＜結果についての分析と改善策＞ 

「平和学習」や「先生は生徒のことを理解してくれている」と感じる生徒の割合が目標の 90%に達していない 。平和学習について

は、世界情勢や身近な社会問題と結びつけるなど、新聞等を活用し、生徒がより主体的に考えられるような機会を増やす。先生

への理解度については、生徒との個別面談の機会を増やす、生徒の意見を反映した学級運営を行うといった具体的な取り組み

行い、生徒と教師の関係性をさらに深めることが重要。 

（１学年）・１年生は「生徒のことを理解してくれている」が 76.3 でやや低い。より細やかに声かけをしたり、話を聞いてあげる機会をつく

り、信頼関係を醸成する。・「安心・安全な生活が送れるよう心がけている」は 97.4 で非常に高かった。 

（２年生）・平和に関しては、修学旅行の話や道徳でも取り組んでいるので１００％。・偏食の生徒の回答があがらない。家庭での

食生活も含めた質問になると、家では残さず食べている生徒はもっと張り切ってポジティブに答えられるのではないか。・本や新聞か

ら情報を得ることは増えているのに、具体的な実感が伴っていないので、アンケート前に活動の振り返りをする。 

（３年生）２．自分事として捉えられていない生徒がいるので、今後道徳や総合的な学習を始め、さまざまな機会に改めて生徒に考

えさせていく。３．「先生は生徒のことを理解してくれている」と感じる生徒が１００％である。４．給食指導が十分に行なわれていない

ので、食と健康に関して指導を継続する。安全・安心な生活に関しての指導を継続する。５．終学活で行なっている新聞発表での

振り返りが不足しているので、細やかに行なう。 

（C 組）２．今後、平和教育や他の授業を通して学ばせたい。4．偏食で残してしまう生徒が多い。また出席が安定しないため、欠席

者が多くて多く残してしまうため、そのように考える生徒もいると考えられる。５．折に触れて全体で新聞を読む時間、帰りの会で発表

する機会を増やす。興味関心に偏りがあり、読書や新聞を読むことに夢中になる生徒がいる一方で、まったく取り組めない生徒もい

る。生徒の発達状況に合わせて、進めていきたい。 
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 ２ 

 
 

重点領域２ 創造力（学習意欲・発想する力・楽しむ力）の向上 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 
評
語 

１ 

・各学年のテーマを探究させる学習

を計画的に実践する。調べ学習にと

どめず、また発表を公開することで

プレゼンテーション力を高める。 
 

Ａ 

・「ＳＤＧｓ達成に向けて（人間、豊か

さ、地球、平和、パートナーシップな

どの視点で）何か１つでも行動をする

ことができた」が８０％以上。 
71.6 Ｂ 

２ 

・縦割り学習や活動において上級生

のリーダーを計画的に育成し、活動

をサポートする。    

・生徒の主体性を支援し、任せ、や

らせてみることで成長を促す。 

Ａ 

・「学級・学年の活動、生徒会や学校

行事に主体的に取り組んだ」が８０％

以上 
90.2 
(85.1) 

Ａ 

３ 

・キャリア・パスポートを活用しな

がら、特別活動の振り返りを丁寧に

行い（キャリア・カウンセリング）、

自身の目標に向かって行動できる意

欲をもたせる。また、チャレンジ・

ウエンズデーの取り組みを組織的・

計画的に支援する。 

Ｂ 

 

 

・「学校行事の振り返りや先生の支援

により、学校生活にやる気をもてた」

が８０％ 

84.3 
(74.6) 

Ｂ 

４ 

・シラバスの活用、ノート作りや家

庭学習の仕方等を各教科で指導し、

ひとりひとりが目標をもち、達成す

るための意欲や手段がつかめるよう

支援する。 

Ｂ 

 

・「先生は、シラバスの活用やノート

の作り方を指導してくれた」が８０％

以上 
 

 

 
64.7 
(71.6) 

 
 

Ｃ 

＜結果についての分析と改善策＞ 

成果と課題: 「学級・学年の活動、生徒会や学校行事への主体的な取り組み」の達成度は 90.2%と高く、生徒の主体性を

引き出す取り組みが成果を上げている。一方で、探究学習やキャリアパスポート、学習指導に関する項目の達成度が目標を

下回っている。特にシラバスの活用やノート指導は達成度が 64.7%と低い。 

改善策の具体化と連携の強化: 探究学習に関しては、テーマ設定の段階から生徒の興味関心をより引き出す工夫や、他

教科との連携を強化し、学びを多角的に深める。シラバスやノート指導については、定期的な全校集会や学年集会で具体的

な方法を提示する、または各教科の授業で繰り返し指導するといった継続的な取り組みを行う。 

（1 年生）・「ＳＤＧｓ達成に向けて～何か１つでも行動をすることができた」が 63.2 で低かったが、現在取り組みを進めているとこ

ろなので、今後このポイントは上昇していくと思われる。・「シラバスの活用やノートの作り方」が 55.3 でとても低かった。シラバス

やノート作り自体に関心が低い生徒が多いと思われるので、各教科の授業の中で指導する機会を増やす。 

（2 年生）・ノートはノートに限定せず、クロームブックも使って授業の記録と記憶の定着を図るための振り返り（まとめ）の時間を

とることと、単元の終わりにシラバスでどこまでたどり着いたかを全体に確認していく。・キャリア・パスポートは、今度総合で何年

生の時はどんなふうになりたいと思っていたかを発掘して、自分の年表を作ってみる。 

（3 年生）１．SDGｓと日頃の行動の関連性が把握できていないので、それを再認識させる。３．達成率が 92.9％で、生徒に寄

り添い、自主的に活動させることで学校生活にやる気がもてている。４．シラバスの活用やノート指導が不十分なところがあるの

で、再度指導していく。 

（C 組）１．SDGｓと日常も行動を関連付けて考えることができていないと考えられる。指導者側から、行動によって周囲にどんな

働き、つながりがあるかを適宜伝えていく必要がある。２．情緒面の問題でそもそも行事に参加することが難しい生徒もいるた

め、１，２の評価を上げるのは難しい。参加できるようになってきた生徒の主体性を育てていきたい。４．シラバスの活用、説明で

不十分なところがあるので、再度指導していく。 
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 ３ 

重点領域３ 自らを鍛える（知力・体力の向上） 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 
評
語 

１ 
・新聞、学校図書館との連携やコラ

ボ授業等の実践を通して、教材研究

に努め授業を工夫する。 

Ａ 
・「先生は、新聞や本（図書室）を活用

したり、コラボ授業をしたりして、授

業を工夫している」が９０％以上 

92.2 
(91.0) 

Ａ 

２ 

・朝学習、昼読書、チャレンジ・ウ

エンズデー、各種検定試験等、個に

応じた取り組みを支援して継続して

挑戦させる。（再掲） 

Ａ 

・「朝学習、昼読書、チャレンジ・ウエ

ンズデー、各種検定試験等、自分にで

きることに取り組んでいる」が８０％

以上 

66.7 
(82.1) 

Ｂ 

３ 

・区・都教委、区中研等の研修への

参加や、指導教諭の授業参観を行う

等、積極的に研修を図る。 

Ａ 
・「先生は、あなたの『もっと知りたい』

に応えている。」が９０％以上 91.2 Ａ 

４ 

・ＳＯＳの出し方について、組織的・

計画的に指導をする。また、自分ロ

グや日常の観察、カウンセリングや

三者面談等において、生徒の悩みに

対応する。 

Ａ 

・「困った時に助けや手伝いを求めた

り相談したりできる人がいる」が 

９０％以上 89.2 Ｂ 

５ 

・運動会、マラソン大会や日頃の体

育の授業等において、自身の目標を

もたせ挑戦するよう工夫し支援す

る。 

Ａ 

・「運動会、マラソン大会や日頃の体

育の授業等において、自身の目標をも

ち取り組んでいる」が９０％以上 

70.6 
74.6) 

Ｂ 

＜結果についての分析と改善策＞ 

強みと弱み: 教員が授業を工夫していると感じる生徒は 92.2%と高く、教員の努力が評価されている点が強み 。一方、「朝

学習、昼読書、チャレンジ・ウエンズデー」への参加率が目標に届いておらず、個に応じた学習支援が十分に行われていない

可能性がある。また、運動会やマラソン大会の目標達成度も目標値より低い。 

課題解決に向けた提案: 体育の授業や行事については、生徒自身が目標設定をしやすいよう具体的な指標を提示する。

個々のレベルに応じた挑戦目標を立てられるような支援を強化する。自己鍛錬の機会が定着していないことについては、生徒

が自主的に取り組む動機づけとなるようなインセンティブを導入する、または取り組むことの意義を生徒に丁寧に説明するといっ

た働きかけを行う。 

（1 年生）「運動会、マラソン大会～もち取り組んでいる」が 68.4 で低かった。マラソン大会では自分なりの目標が持てるように

声かけをして、達成感につながるようにしていきたい。 
（2 年生）・マラソン大会は目標を持たせて取り組ませたい。嫌だといいながら、頑張ろうと思っている人が多い。・チャレン
ジ・ウェンズデー以外全部やれているけれど全部できたわけではないからポジティブに答えられない。このうちの２つはでき
た、のような項目だと自己肯定感も上がるのではと思う。 
（3 年生）生徒に寄り添い、指示をするのではなく生徒を動かすことで、教師側の生徒を信頼している気持ちへの理解に
つながっているようだ。５．運動の苦手な生徒に他人と比較するのではなく、自分なりの目標を持てるように指導する。 
（C 組）２．まずは授業に参加できる時間を増やすことを優先する生徒もいる。スモールステップで多くのことに取り組ませ
ていきたい。３．講師にも働きかけ、対話的なやり取りを増やす。４．生徒に寄り添い、信頼関係を深めていく。認知の偏
り、コミュニケーションの苦手さから難しい生徒もいる。５．まずは、体育の授業に部分的にでも参加することが目標。その
後自分なりの目標を持てるように指導する。 
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 ４ 

重点領域４ 家庭・地域・企業等との連携による教育の充実 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 
評
語 

１ 

・学校ホームページの内容を充実さ

せる。 

・学年毎の発表会や講習・講演会を

公開する。 

・ボランティア活動を推進し、地域

の一員としての自覚と自己肯定感を

高めさせる。 

Ｂ 

・「学校公開、ホームページや各種通

信等から学校の様子が分かる」が 

９０％以上（保護者） 

・「連携幼稚園・小学校・地域との交

流や行事に参加した」生徒が５０％以

上 

(91.0) 
 

46.1 
 

Ｃ 

２ 
・教育活動内に家庭・地域・企業等

の人材を計画的に活用する。 
Ｂ 

・「学校は地域や企業等と連携し、教育

活動を充実させている」が９０以上（保

護者） 

(77.6) Ｂ 

３ 

・デジタル教材（ドリルパーク、テ

ストパーク等）を活用する。 

・学年の広報誌配布や保護者参加の

出欠確認等においてもすぐーるを活

用する。 

Ａ 

・先生は、chromebook を授業で効果的

に取り入れている 

・「学校はＩＣＴを活用し、保護者・

教員の負担軽減のため工夫している」

が９０％以上（保護者） 

90.2 
 

(91.0) 
Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 

成果: 学校ホームページや ICT 活用に関する保護者の満足度は 91.0%と非常に高く、情報共有や教員負担軽減の取り

組みが成功している。さらに ICT を活用した新しい取り組みを提案する。 

課題への具体的なアプローチ: 「地域との交流や行事に参加した生徒」の割合が 46.1%と目標を下回っており、地域連携

の強化が今後の課題。これを改善するため、地域のボランティア団体や企業との連携をさらに深め、生徒が参加しやすい多

様なプログラムを企画する。職業体験の受け入れ先を増やす、地域のお祭りや清掃活動に学校単位で参加するといった具

体的な活動を盛り込むことで、生徒の自己肯定感を高め、地域への帰属意識を醸成することが期待できる。 

（1 年生）・「連携幼稚園・小学校・地域との交流や行事に参加した」が 42.1 でとても低かったが、実際に交流できる機会が

非常に少ない。生徒会などの活動に期待したい。 
・「chromebook を授業で効果的に取り入れている」は１年生だけ 76.3 で低かった。（２，３年生は 100） 

（2 年生）・交流の呼びかけが直前なのと、試合シーズンなので出られない人が多い。・携帯の会社にきてもらってモラル教育

をやってもらえないか。・幼稚園児との垂直避難を提案している。 

 
 

 
 
【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：７０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％以上７０％未満 

Ｄ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


